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新規事業及び重要事業総括表 

Ⅰ 総 額 

【一般会計】 

区分 令和７年度 令和６年度 伸び率 

予算総額 ８，４０９，８７２千円 ７，５８５，９９６千円 １０．９％ 

一般会計構成比 １９．５％ １８．７％ － 

 

【介護保険特別会計】 

区分 令和７年度 令和６年度 伸び率 

予算総額 １０，１１５，０００千円 ９，７５２，０００千円 ３．７％ 

 

Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                         （単位 千円） 

政策２－１ 健康づくりの推進 

Ｐ １       健康まつり開催事業          【健康づくり課】      ７６２ 

Ｐ ２  一部新規等  がん対策事業             【健康づくり課】   ９０，１２０ 

Ｐ ３       予防接種事業             【健康づくり課】  ５２１，４５０ 

 

政策２－２ 地域福祉の推進 

Ｐ ４       民生児童委員活動支援事業       【福祉課】      ２８，０９９ 

Ｐ ５  一部新規等  重層的支援体制整備事業        【福祉課】      ２６，０１１ 

 

政策２－３ 高齢者福祉の推進 

Ｐ ６  一部新規等  ねんりんピック交流大会開催事業    【ねんりんピック推進プロジェクト】 ３，９６３ 

Ｐ ７       高齢者あんしんみまもりサービス事業  【介護保険課】    １３，２４０ 

Ｐ ８       介護職員就職支援等事業        【介護保険課】     ２，０００ 

Ｐ ９       難聴者補聴器購入費助成事業      【介護保険課】     ５，２００ 

 

政策２－４ 障がい者（児）福祉の充実 

Ｐ１０       難聴者補聴器購入費助成事業      【障がい福祉課】      ６００ 

Ｐ１１       障がい者基幹相談支援センター運営事業 【障がい福祉課】   １２，１８７ 
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健康まつり開催事業 

 

担当 健康づくり課 健康増進担当 

内線 ２６５８          

 

１ 目 的 

様々な健康づくりの取組を通じて、市民の健康に対する意識の向上を図り、市民ぐるみの健康づく

りに寄与する。 

 

２ 事業内容 

総合体育館を会場に市民の健康イベントとして、食育、健康、歯、薬、こころ、栄養などの相談コ

ーナーや、骨密度等の測定、楽しみながら体験するブースを設け、市民の健康意識の向上を図る。 

また、陸上競技場ではスポーツ課によるスポーツフェスティバルを同日開催する。 

 

３ 予算額 ７６２千円 

 

＜Ｒ６年度ポスター＞

 

＜がんを知ろうの様子＞ 

 

＜食育コーナーの様子＞ 

 

 



一部新規・拡充 
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がん対策事業 

 

担当 健康づくり課 健康増進担当 

内線 ２６５８          

 

１ 目 的 

健康増進法第 19 条の２に規定される健康増進事業として、胃がん・肺がん・子宮がん・乳がん等検

診の実施により、疾病の早期発見・発症及び重症化予防を図るとともに、がん患者の社会生活・療養

を支援する。 

 

２ 事業内容 

（１）がん患者のアピアランスケアを支援  新規  

がん患者の外見の変化に起因する苦痛の軽減を図るため、アピアランスケア用品の購入費用の一部

を助成する。 

① 助成対象者 

本市在住のがん患者で、その治療に起因する症状によりアピアランスケア用品を購入した方 

② 助成対象品 

①医療用ウィッグ ②胸部補整具 

③ 助成額 

助成対象経費の額または 10,000 円のいずれか低い額（①②それぞれにつき 1 人 1 回限り） 

（２）若年がん患者の在宅療養を支援  新規  

若年層の終末期がん患者が自宅で安心して療養生活を送ることができるよう、在宅療養に必要な生

活支援等に対し、その一部を助成する。 

① 助成対象者 

本市在住の 18 歳以上 40歳未満の終末期がん患者で在宅療養生活への支援及び介護が必要な方 

② 助成対象サービス等 

①訪問介護 ②訪問入浴介護 ③福祉用具貸与 ④福祉用具購入 ⑤意見書の作成 

③ 助成額 

サービス等に要する経費の 10 分の９に相当する額（上限／①②③１月当たり 72,000 円、 

④１人当たり 90,000 円、⑤5,000円 1 回限り） 

（３）集団検診 

① 胃がん検診（40 歳以上の方） ② 肺がん検診（40 歳以上の方） 

③ 乳がん検診（40 歳以上の女性・隔年） 

（４）個別検診 

① 子宮がん検診（20 歳以上の女性・隔年） ② 乳がん検診（40 歳以上の女性・隔年） 

③ 大腸がん検診（40 歳以上の方） ④ 前立腺がん検診（50 歳以上の男性） 

⑤ 胃ペプシノゲン検査（40 歳から 75 歳の５歳刻みの年齢の方） 

（５）受診勧奨 

対象者への受診券はがきの送付や精密検査未受診者への電話等による個別の受診勧奨を実施する

とともに、子宮がん検診・乳がん検診の初めて対象となる翌年の受診対象者に対して無料クーポン券

を配付する。 

 

３ 予算額 ９０，１２０千円 



 

- 3 - 

予防接種事業 

 

担当 健康づくり課 健康管理担当 

内線 ２６４９          

 

１ 目 的 

予防接種法に規定される「定期予防接種」の実施と、「行政措置（任意）予防接種」の接種費用に対

する一部助成の実施により、感染症の発症及び重症化予防を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）子どもの予防接種 

① 定期予防接種 

・ヒブ感染症 ・小児用肺炎球菌感染症 ・Ｂ型肝炎 ・ロタウイルス感染症 ・結核（ＢＣＧ） 

・四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ） ・麻しん風しん混合 

・五種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、ポリオ、ヒブ感染症) 

・水痘（水ぼうそう） ・日本脳炎 ・二種混合（ジフテリア、破傷風） 

・ヒトパピローマウイルス感染症 

② 行政措置（任意）予防接種 ※保護者の希望により接種 

・おたふくかぜ ・ポリオ（５回目）（県内で本市のみ実施） ・インフルエンザ（小児） 

（２）大人の予防接種 

① 定期予防接種 

・高齢者の肺炎球菌感染症 ・インフルエンザ（高齢者） ・新型コロナ（高齢者） 

② 行政措置（任意）予防接種 

・高齢者の肺炎球菌感染症 ・帯状疱疹 

（３）予防接種健康被害給付（新型コロナウイルス含む） 

健康被害が認定された方に対して給付金を給付。 

 

３ 予算額 ５２１，４５０千円 
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民生児童委員活動支援事業 

 

担当 福祉課 福祉総務担当 

内線 ２６１３       

 

１ 目 的 

民生委員・児童委員協議会連合会の活動及び各民生委員・児童委員の活動を支援するため補助金を交

付するとともに、民生委員推薦会を運営する。令和７年度は、３年に一度の一斉改選の年。 

※ 令和７年１月末現在１９５人（定数２０２人） 

 

２ 事業内容 

（１）民生委員・児童委員協議会連合会へ補助金を交付 

ア 地区民生委員・児童委員協議会補助金 

連合会を通じて１０地区協議会の活動を支援 

イ 民生委員・児童委員活動費 

連合会を通じて各民生委員・児童委員の活動を支援 

 

（２）民生委員推薦会の運営 

・任期３年（民生委員法第１０条） 

・地域より推薦された民生委員候補者を鴻巣市民生委員推薦会に諮り県に進達 

・県は厚生労働大臣に推薦し、推薦に基づき厚生労働大臣が委嘱 

【委嘱状伝達式】令和７年１２月・・・クレアこうのす大ホールにて実施予定 

 

３ 予算額 ２８，０９９千円 

 

 

 

 

 

こんにちは！ 

民生委員です 



一部新規・拡充 
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重層的支援体制整備事業 

 

担当 福祉課 地域共生担当 

内線 ２６８４       

 

１ 目 的 

社会福祉法第 106 条の４第２項の規定に基づき、市民の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、

地域づくりに向けた支援を一体的に実施し、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括

的な支援体制を整備する。 

 

２ 事業内容 

（１）重層的支援会議の開催 

相談者の属性に関わらず包括的に相談を受け止め、利用可能な福祉サービスへのつなぎや、適切な支

援方針（支援プランの作成）について協議し、支援団体や支援機関との共有を図る。 

（２）地域における居場所づくり 

地域における多世代や属性を越えた住民同士が交流できる場や居場所を確保し、交流・参加・学びの

機会などのコーディネートを行う。 

（３）多機関協働 

相談機関や支援機関、医療や介護などの専門機関との顔の見える関係性を構築し、連携・協働の基盤

づくりを行い、誰ひとり取り残さない支援体制を構築する。 

（４）福祉かけこみ相談ホットライン 

市民の複雑化・複合化した相談を受け付ける。課題に応じた支援会議を開催し、市担当課や支援機関

と協働で課題解決策を検討する。併せて潜在化した課題の発掘にも努める。 

（５）軟骨伝導イヤホンの設置 

耳の聞こえに困難さのある方に利用いただく「軟骨伝導イヤホン」を窓口に設置。 

 

３ 予算額 ２６，０１１千円 

 



一部新規・拡充 
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ねんりんピック交流大会開催事業 

 

担当 ねんりんピック推進プロジェクト 

内線 ３３８６            

 

１ 目 的 

全国健康福祉祭（ねんりんピック）は、スポーツ交流大会をはじめ、健康や福祉に関する多彩なイベ

ントを通じ、高齢者を中心とする国民の健康保持・増進・社会参加、生きがいの高揚を図り、ふれあい

と活力ある長寿社会の形成に寄与するもの。毎年各地で開催され、令和８年度第 38 回大会は埼玉県が

開催地となり、本市はソフトボール競技の会場となる。 

【大会概要】 

（１）開催日時 

令和８年 11月７日（土）～11月 10日（火）（４日間） 

（２）開催種目 

ソフトボール競技 ※「健康づくり教室」や「おもてなしイベント」などを同時開催 

（３）会場 

吹上総合運動場、上谷総合公園、川里中央公園 

（４）参加チーム（計画） 

71 チーム（1,065 名） ※年齢 60 歳以上で構成 

 

２ 事業内容 

令和７年度は、市実行委員会を立ち上げ、高齢者や全ての方が「人生１００年時代」を目指す機運を

高める大会とするとともに、鴻巣市の魅力や、おもてなしの心を届ける大会を目指し、準備を進める。 

 

３ 予算額  ３，９６３千円 

 

 

ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４の様子（ソフトボール競技会場） 



 

- 7 - 

高齢者あんしんみまもりサービス事業 

（要援護高齢者等支援事業・認知症サポーター養成等任意事業） 
 

担当 介護保険課 高齢福祉担当 

内線 ２６７２         

 

１ 目 的 

65 歳以上の在宅のひとり暮らし高齢者及び見守りが必要とされる高齢者世帯を対象に、日常生活上

の緊急事態における高齢者及びその家族等の不安を解消するとともに、安心・安全な生活を確保するこ

とで高齢者の福祉の増進を図る。 

 

２ 事業内容 

見守りが必要な高齢者に対して、様々な見守りサービスを案内し、サービスの利用に際して月額

2,000 円を上限に市が負担する。 

（１）対象者（次の要件をすべて満たす方） 

① 市内に住所を有する６５歳以上の独居在宅の者・見守りが必要とされる高齢者世帯 

② 同一敷地内又は同一建物内に居住する親族等がいない者 

 

（２）助成額：2,000 円上限 

 

（３）サービスの種類 

① 高齢者の自宅に通信機能を有する電球を設置し、見守りを行うサービス 

② 高齢者の自宅へ訪問、電話等を行うことにより見守りを行うサービス 

③ 緊急時通報システムに相当するサービス 

 

３ 予算額 １３，２４０千円（一般会計：1,000千円、介護保険特別会計：12,240千円） 
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介護職員就職支援等事業 

 

担当 介護保険課 事業者担当 

内線 ２６６４        

 

１ 目 的 

市内の介護施設への介護職員の就職を支援することにより、介護施設における介護職員不足の解消

を図る。 

 

２ 事業内容 

下記対象者へ補助金を 10 万円（就職に合わせて鴻巣市に転入した場合 30 万円）支給する。 

 

（１）対象者（次の条件をすべて満たす方） 

① 市内の対象介護施設に下記資格を有する介護職員として新たに就職し、３年以上継続して勤務す

ること、又は就職時に資格がなく、就職後に資格を取得した後、３年以上継続して勤務すること

（就職から５年以内に資格を取得した場合に限る） 

② １週間の勤務時間が１年を平均して 32 時間以上、又は１か月 128 時間を超える勤務条件で対象

介護施設と雇用契約を締結し、３年以上継続して勤務すること 

③ 同一系列施設からの異動、市内の他の介護施設からの転職ではないこと 

④ 市区町村民税の滞納がないこと 

⑤ 補助金の返還が生じた場合に速やかに返還する旨の誓約書を提出できること 

 

（２）対象介護施設 

① 市内の地域密着型サービスを実施する事業所 

② 市内の施設サービスを実施する事業所 

 

（３）資格を有する介護職員（次のいずれかの資格がある方） 

介護福祉士、介護支援専門員、社会福祉士 

 

３ 予算額 ２，０００千円 
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難聴者補聴器購入費助成事業 

 

担当 介護保険課 高齢福祉担当 

内線 ２６７２         

 

１ 目 的 

聴力機能の低下により日常生活に支障をきたしている身体障害者手帳の交付対象とならない 65歳以

上の高齢者に対して、補聴器購入費用の一部を助成することにより、家族や地域社会とのより良いコミ

ュニケーションを確保し、社会参加を促進するとともに、閉じこもりやうつ病、認知症及びフレイル

（虚弱状態）等の予防を図る。 

なお、障がい福祉課では、身体障害者手帳の交付対象とならない 18 歳以上 64 歳以下の中等度の難

聴者に対して、同様の助成を実施する。 

 

２ 事業内容 

（１）対 象 者：① 65 歳以上の者 

② 本市に住所を有する者 

③ 両耳の聴力レベルが 40 デシベル以上で、身体障害者手帳の交付対象とならない者 

④ 指定医師が補聴器を装用する必要があると認める者 

⑤ 市税等に滞納がない者 

（２）助 成 額：40,000 円上限 

（３）助成回数：１回（イヤーモールド等付属品可、両耳 2 台も 1回の扱い） 

※医療機器であること、集音器は音響機器のため不可 

※５年経過で再申請可（障害者総合支援法の補装具耐用年数と同様） 

※修理等不可 

（４）所得制限：世帯のうち市民税所得割の最多納税者納税額 46 万円未満 

※障害者総合支援法の補装具自己負担上限額、本市難聴児助成事業と同様 

 

３ 予算額 ５，２００千円 
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難聴者補聴器購入費助成事業 

 

担当 障がい福祉課 自立支援担当 

内線 ２６９２          

 

１ 目 的 

聴力機能の低下により日常生活に支障をきたしている身体障害者手帳の交付対象とならない 18歳以

上 64 歳以下の中等度の難聴者に対して、補聴器購入費用の一部を助成することにより、家族や地域社

会とのより良いコミュニケーションを確保し、社会参加を促進するとともに、閉じこもりやうつ病等の

予防を図る。 

なお、介護保険課では、65 歳以上の高齢者に対して、同様の助成を実施する。 

 

２ 事業内容 

（１）対 象 者：① 18 歳以上から 64 歳以下の者 

② 本市に住所を有する者 

③ 両耳の聴力レベルが 40 デシベル以上かつ身体障害者手帳の交付対象とならない者 

④ 一定の効果が期待できると医師が判断する者 

⑤ 市税等に滞納がない者 

（２）助 成 額：40,000 円上限 

（３）助成回数：1 回（イヤーモールド等付属品可、両耳 2 台も 1 回の扱い） 

※医療機器であること、集音器は音響機器のため不可 

※５年経過で再申請可（障害者総合支援法の補装具耐用年数と同様） 

※修理等不可 

（４）所得制限：世帯のうち市民税所得割の最多納税者納税額 46 万円未満 

※障害者総合支援法の補装具自己負担上限額、本市難聴児助成事業と同様 

 

３ 予算額 ６００千円 
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障がい者基幹相談支援センター運営事業 

 

担当 障がい福祉課 自立支援担当 

内線 ２６９２          

 

１ 目 的 

地域における障がい者相談支援の中核的な役割を担う機関として、障害者総合支援法第 77 条の２

第２項の規定に基づき、令和２年４月に設置。 

 

２ 事業内容 

（１）設置場所 （鴻巣事務所）鴻巣市本町１－１－３ エルミ２ ４階 生活支援センター「夢の実」内 

（北本事務所）北本市中丸９－259 地域共生プラザびおもす ３階 

（２）開 所 日 平日８時 30 分～17時 15 分（祝祭日及び年末年始を除く。） 

（３）業務内容 ①総合的・専門的な相談支援の実施 

②地域の相談支援体制強化 

③地域課題の解決に向けての取組 

④地域移行・地域定着の促進 

⑤権利擁護・虐待の防止 

⑥地域生活支援拠点事業 

（４）運営主体 夢の実・しゃろーむ共同企業体（本市・北本市の共同委託） 

構成：社会福祉法人恩賜財団済生会支部埼玉県済生会、社会福祉法人一粒 

 

３ 予算額 １２，１８７千円 

 

 


